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1．認知問題としての「危機」 
 
 
2．⾮常事態条項：ハードな「危機」対応 
 
（1）起源：独裁権と戒厳 
 
（2）⼤陸的伝統の多様化：第⼆次⼤戦後の法制 
 
 
3．法治国家にとっての⾮常事態 
 
（1）カール・シュミット再訪 
 
（2）法治国家の限界問題としての⾮常事態 
 
（3）戦後の⽴憲国家の意義：⾮常事態の「抑圧」か、法による危機の「包摂」か 
 
 
 
 
 


